
ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 301 ＯＪＴ推進員研修 

  〜人材育成に積極的な組織づくりに向けて、必要となる知識・スキルを学びます〜 

  録画音声配信 

 

〜研修のねらい〜 

所属におけるＯＪＴの推進や人材育成に積極的な組織づくりに向けて、必要となる意識や知識、スキ

ルの向上を図る。 

 

◆カリキュラム  ◆実施方法等 

 

１ ひとづくり 

  政策研修センター職員 

２ 多様な職員が「やりがい」を持って能力を発揮するこ

とができる組織運営について（仮） 

  渥美由喜 氏 

３ 職場におけるメンタルヘルス 

  総務事務・厚生課職員 

 

・実施方法 …録画音声配信 

・期間   …６月以降 

 

◆対象者 

ＯＪＴ推進員（約 280名） 

 

◆講師 

 渥美 由喜（厚生労働省政策評価に関する有識者会議 委員） 

1992 年、東京大学卒業。富士通総合研究所、富士総研、東レ経営研究所等、複数のシンクタ

ンクで研究部長等を歴任。 

これまでに海外 10数ヶ国を含む、国内のワークライフバランス・ダイバーシティ先進企業

1,500社、海外 150社を訪問ヒアリングし、6,000 社の財務データを分析。また、コンサルタ

ント､アドバイザーとして、実際にワークライフバランスやダイバーシティに取り組む企業の

取組推進をサポート。プライベートでは 15歳と 12歳の 2児を共働きの妻とともに育ててお

り、2回、育児休業を取得。15年前、最初の育休取得時にイクメンという言葉を考案した。 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 302-1 ブラザー・シスター研修 基礎編 

  〜ブラザー・シスターとしての心構えを学びます〜 

  【班別】５月 10日（火）13:30～16:30、 

５月 11日（水）9:00～12:00、11日（水）13:30～16:30 

 

◆ 目的 ブラザー・シスターとしての役割を認識するとともに、新規採用職員との関

係構築、指導・助言に必要な能力の向上を図る。 

◆ 対象者 【必須対象】・令和４年度の新任ブラザー・シスター 

【希望対象】・令和４年度のブラザー・シスターで過去に当該研修を受けたもの 

・新規採用職員配属所属の職員で受講を希望するもの 

◆ 予定人員 約 180名（３班編成） 

◆ 実施方法 ・集合研修  ・録画音声配信 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ カリキュラム  

 ・集合研修  

（午前班）9:00  9:40  9:50 12:00 

（午後班）13:30  14:10  14:20 16:30 

「新規採用職員の良き相談

相手になるために」 

政策研修センター 

休憩 
「新規採用職員指導のためのコミュニケーション」 

研修オフィス SAKURA 代表 櫻井悦子 

 ・録画音声配信 「メンタルヘルス」総務事務・厚生課職員 

◆ 科目   

 科目名 内容 

 新規採用職員の良き相談相

手になるために 

「新規採用職員指導の手引（令和４年度版）」をもとに、ワーク

等を交えながら、新規採用職員への指導方法等を学ぶ。 

 新規採用職員指導のための

コミュニケーション 

ブラザー・シスターとしての役割を認識するとともに、新規採用

職員への指導・助言に必要な能力の向上を図る。 

 メンタルヘルス 

（録画音声配信） 

ストレスについて原因と対策を学ぶとともに、相談窓口について

知る。 

 

◆講師 

 櫻井 悦子（研修オフィス SAKURA 代表） 

学校教育に従事した後、博覧会や展示施設等の運営と人材育成に携わる。ディレクターを経て

教育インストラクターとなり、多くのアテンダントやリーダーを育成。運営と育成の実績を元

に、企業組織の管理者アドバイザーとして様々な組織づくりと活性化を支援。 

「組織と個人のコミュニケーション能力開発を目的とした研修」を専門領域とし、行政組織・

企業・学校教育の現場において、心理学やカウンセリング、コーチングを活用した人材育成や

組織活性化、関係性の構築等の研修、コンサルティングを行っている。人財育成アドバイザ

ー。 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 302-2 ブラザー・シスター研修 フォローアップ編 

  〜ブラザー・シスターとしての心構えを学びます〜 

  【班別】７月 13日（水）9:00～12:00、13:30～16:30 

 

◆ 目的 年度当初の研修に加え、新規採用職員のタイプに応じたきめ細やかな指導能

力の向上を図る。 

◆ 対象者 令和４年度ブラザー・シスター研修 基礎編を受講したもののうち希望者 

◆ 留意事項 希望者が多い場合、抽選等の調整を行います。 

◆ 予定人員 約 80名（２班編成） 

◆ 実施方法 集合研修 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ カリキュラム  

（午前班）9:00 12:00 

（午後班）13:30 16:30 

「新規採用職員指導のためのコミュニケーション（フォローアップ）」 

研修オフィス SAKURA 代表 櫻井悦子 

 

◆ 科目内容   

 科目名 内容 

 新規採用職員指導のための

コミュニケーション 

（フォローアップ） 

新規採用職員への指導方法、関係づくりについて、これまでの取

組みを振り返り、今後に向けてブラッシュアップする。きめ細や

かな指導能力、コミュニケーションスキルの向上を図る。 

 

 

 

 

◆講師 櫻井 悦子（研修オフィス SAKURA 代表） 

※ 基礎編と同講師 

 

 

受講生の声 

【基礎編】 

▶ ワークショップが多く、他の参加者の話も聞くことができ良かった。 

▶ 同じブラザー・シスターとも交流でき、他の方々のやりとりの様子を知れ、参考になった。 

【フォローアップ編】 

▶ 講師の話も分かりやすく、新しい見方、考え方を学べた。 

▶ 新規採用職員に限らず、職員とのコミュニケーションに活かしていきたい。 

▶ タイプ別の接し方は新たな気づきであった。 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 303 キャリア形成支援研修 

  〜職員のキャリア形成を支える知識・スキルを学びます〜 

  【班別】9月 1日（木）、9 月 12日（金） 9:00～16:30 

 

◆ 目的 所属長として部下職員のキャリア形成の重要性を理解し、キャリア開発支援のための役

割の理解や必要な能力の向上を図る。 

◆ 対象者 所属長 

◆ 予定人員 約 80名（２班編成） 

◆ 実施方法 集合研修 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ カリキュラム 

   

キャリア形成支

援の取組 

(副知事 

講話) 

職員のキャリア形成支援 

（キャリアコンサルタント 柴田朋子 氏） 
休憩 

育児期の職員に対する上司のサポート 

（勝身真理子 氏） 

◆ 講師 

 柴田 朋子（国家資格キャリアコンサルタント ＪＵＮＯ代表）   

(株)リクルート（現：リクルートキャリア）、愛知県瀬戸市役所を経て 2013 年に研修講師、

キャリア相談事業で独立。研修は、自治体の職場状況を踏まえたプログラムで、常に受講生と

対話を進めながら「元気が出る、アクションにつながる」をモットーに実施。 

公務員人材開発研究会主宰。中部キャリアカウンセリング研究会会長。 

 

 勝身 真理子（滋賀県職員相談員）  

滋賀県男女共同参画課長、防災危機管理局副局長、理事（子ども・青少年局長）などを経

て、平成 28年 4 月から滋賀県理事員（男女共同参画・女性活躍担当）。令和 3 年 4 月から滋

賀県職員相談員。滋賀県立大学男女共同参画アドバイザー。ミューストリーム代表。男女共

同参画・女性活躍、ジェンダー平等と女性のエンパワーメント、キャリア形成、ハラスメン

ト、地域防災などをテーマにセミナー講師やコンサルタントに携わる。 

◆ 科目 

科目名 内容 

職員のキャリア形成

支援 

個々の部下職員のキャリアの実現に向けては、本人の能力や適性、将来性などを踏まえた上で

の助言が求められる。キャリア形成の重要性を理解するとともに、部下職員のキャリア開発支

援のための指導助言や面談技法について学ぶ。 

育児期の職員に対す

る上司のサポート 

育児中あるいは今後育児を行う職員が、自らのキャリアと能力開発を見通し、時間制約がある

中でも能力を発揮して仕事に取り組みキャリアを継続できるよう、職員が抱える不安を理解

し、期待のかけ方や業務分担など、上司としてのサポート力の強化を図る。 

 

9:00 9:1０ 15:00 15:15 16:30 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 304 本庁勤務フォローアップ研修 

  〜本庁への異動後の不安の解消、円滑な業務遂行に向けて〜 

  ６月 29 日（水） 13:15～16:15 

 

〜研修のねらい〜 

地方機関から転属となった職員にとって、本庁における事業の企画立案、予算編成、議会の答弁協議

等は、その経験・知識不足から、業務の進め方などの面で不安や疑問を抱えることも多いため、こう

した職員が、本庁での勤務を円滑に進めることができるよう、実務的な知識の習得を図る。 

 

◆カリキュラム  ◆会場等 

 

１ 事業の企画立案および進捗管理 

  （政策研修センター職員） 

 

２ 議会制度および答弁協議における業務の進め方 

  （政策研修センター職員） 

 

３ 予算の編成および経費の執行管理 

  （財政課職員） 

・会場 …県庁新館７階大会議室 

・予定人員 …約 40名 

 

◆対象者 

令和２年度以降に地方機関から本庁に配

属となった主任主事級から主幹級までの

職員で、受講を希望するもの 

 

◆留意事項 

人員を超える場合は抽選とします。 

 

 

 

受講生の声  ＼ こんな人におすすめ！ ／  

▶ 全庁ライブラリを見てもどこに何があるのか分からずに困ってい

た。今回の研修を聞き、時期的なイメージや業務の進め方、どこか

ら調べたらよいか等を学ぶことができた。 

▶ 同じ立場の他の所属の方と意見交換できてよかった。 

▶ 予算の話は財政課の方に来ていただき、とても参考になった。 

 ● 地方機関の勤務経験しかない人 

※ 汎用性を持たせた内容になってい

ますので、部局ごとに異なる対応や

考え方は、所属の先輩に教えてもら

いましょう。 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 305 障害者雇用理解促進研修 

  〜障害を持つ職員への働き方を応援するための知識を習得します〜 

  ６月 28 日（火） 13:30～17:00 

 

〜研修のねらい〜 

令和２年４月１日に施行された障害者活躍推進計画に基づき、「障害の有無に関わらず全ての 

職員が、持てる能力を最大限発揮し、やりがいをもって働き続けられる県庁。自分らしさや強み、 

個性を活かし合える県庁。」の実現を目指して、「障害者雇用の意義」を理解した上で、「人」「仕 

事」「環境」という３つの視点から具体的な取組を進めていくための理解を深める。 

 

◆カリキュラム  ◆会場等 

 

１ 障害者活躍推進計画について（人事課職員） 

２ 障害者雇用の現状と視点 

３ 障害特性の理解と支援の基礎 

４ グループワーク・質疑応答 

 

・会場 …県庁新館７階大会議室 

・予定人員 …約 40名 

 

◆対象者 

・ 障害者雇用として採用された職

員の所属の人事担当者または係長

等 

・ その他受講を希望する職員 

 

 

受講生の声  ＼ こんな人におすすめ！ ／  

▶ 講義に加え、講師への質問やグループワークもあり、専門的見地か

らのアドバイスを得られ、また、他所属の取組を知ることができた。 

▶ 直接、間接を含め、様々な場面、例えば職場での人材育成や外部

の方との関係構築の面などでも活かすことができると思う。 

 ● 所属の人事担当者の人 

● 同じ所属に障害のある職員さんが

おられる人 

● 合理的配慮について知りたい人 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 
研修番号 306-1 評価者研修（第１部） 

  〜人事評価制度の効果的運用に向けて〜 

  【班別】１日目：令和４年４月 25日（月）、26日（火）、27日（水） 

２日目：令和４年８月 24日（水）、25日（木）、26日（金） 

 

◆ 目的 人事評価制度の効果的な運用を行うため、評価者として必要な目標管理や評

価・フィードバックの手法等を習得するとともに、部下の職務遂行状況等の

把握と評価に係る視点やレベルの統一を図る。 

◆ 対象者 ・令和４年度に新たに評価者となった職員 

・令和４年度までに課長補佐級に昇任した職員 

◆ 予定人員 約 180名（３班編成） 

◆ 実施方法 集合研修 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ 科目   

 科目名 内容 

 【１日目】 

目標管理＆「人材育成ハンドブック」

を活用した効果的な OJTの進め方 

人材マネジメントの考え方や人材育成ハンドブックの

活用と実践、目標管理手法などについて学ぶ。 

 【２日目】 

評価とフィードバック 

能力発揮度、目標達成度の評価手法や人材育成につなげ

るための効果的なフィードバック面談の手法を学ぶ。 

 

◆講師 

 
中村 寛（一般社団法人日本経営協会 講師） 

立命館大学法学部卒業後、大阪いずみ市民生活協同組合入社。事業所長や生協全体の組織改革

プロジェクトリーダーを歴任し、人事総務部長として、人事制度・労務・教育の各分野の業務

を担当。教育業務では、職員教育体系プログラムの整備・運用とともに、内部講師としての職

員への研修指導に実際に携わる。2010 年同生協を退職、独立し、社会保険労務士業務を柱

に、人事・労務・教育コンサルタント、ファイナンシャルプランナー、キャリアコンサルタン

トとしてのサービスを提供している。 

 

◆ 留意事項 研修には「人材育成ハンドブック」を必ずお持ちください。 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 

選択型研修 

スキルアップⅡ 

職場支援 

研修 

指導者養成研修 

特別研修 

自己啓発 

支援 

 

 

 

 
研修番号 306-2 評価者研修（第２部・第３部） 

  〜人事評価制度の効果的運用に向けて〜 

  ９月２日（金）、７日（水）：政策研修センター 

９月（日程未定）：南部合同庁舎 

９月（日程未定）：湖東合同庁舎 

 

◆ 目的 部下の職務遂行状況等の把握と評価に当たっての視点やレベルの統一を図

り、人事評価制度を適切かつ効果的に運用する。 

◆ 対象者 【第２部（２年目研修）】 

・令和３年度に評価者研修第１部を受講した職員および令和３年度の評価者研

修第２部を欠席した職員 

【第３部（３年目研修）】 

・令和３年度に評価者研修第２部を受講した職員および令和３年度の評価者研

修第３部を欠席した職員 

◆ 予定人員 約 150名（４班編成） 

◆ 実施方法 集合研修 

◆ 場所 政策研修センター、南部合同庁舎、湖東合同庁舎 
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ステップアップ 

研修 

選択型研修 

スキルアップⅠ 
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支援 

 

 

 
■ 研修番号 401～ 指導者養成研修・特別研修 

 

 

〜指導者養成研修とは〜 

政策研修センター研修における内部講師等の「研修指導者」の養成に向け、人権や接遇に係る指導

者の養成研修等を実施します。 

研修一覧 

研修番号 研修名 日程 

401 人権研修指導者養成研修 ８月～９月 合計３日間（予定） 

402 接遇指導者養成研究会 ２月（未定） 

 

 

 

〜特別研修とは〜 

視野の拡大、積極的で柔軟な発想による政策の形成、職員同士の交流・人的ネットワークの推進に

向け、「関西広域連合」が実施する広域職員研修への派遣、滋賀県市町村職員研修センターとの連携研

修を実施します。 

研修一覧 

研修番号 研修名 日程 

403 （関西広域連合）政策形成能力研修 未定 

404 （関西広域連合）団体連携型研修 未定 

405 市町連携研修 未定 

 

 

- 86 -



ステップアップ 

研修 
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研修番号 401 人権研修指導者養成研修 

  〜人権研修の効果的な実施に必要な知識・技能を習得します〜 

 

◆ 目的 職場での人権尊重の視点に立った業務遂行に率先して取り組むとともに、職場や

政策研修センター等において人権研修指導を担える職員を養成する。 

◆ 対象者 課長補佐級、主幹級または係長級の職員で部局長が推薦する職員 

◆ 予定人員 約 20名 

◆ 期間 ８月～９月 合計３日間（予定） 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ 留意事項 修了者には、令和５年度以降の新規採用職員研修にて講師を依頼します。 

 

◆カリキュラム ※変更になることがあります。 

１ 人権概論 

２ 滋賀県の人権行政 

３ 人権行政の現状と課題 

４ 差別の歴史から人権を考える 

５ 人権研修の進め方 

 

 

 

 
研修番号 402 接遇指導者研究会 

  〜研修における接遇指導者の養成に向けて～ 

 

◆ 目的 接遇研修の講師としてスキルを高めるため、必要な知識を習得する。 

◆ 対象者 接遇指導者養成研修修了者 

◆ 予定人員 約 10名 

◆ 期間 ２月（未定） 

◆ 場所 政策研修センター 

◆ 留意事項 修了者には、令和５年度以降の新規採用職員研修にて講師を依頼します。 

 

◆カリキュラム ※変更になることがあります。 

１ 接遇研修の進め方 
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研修番号 403 （関西広域連合）政策形成能力研修 

   

 

  

◆ 目的 関西における共通課題等について政策研究を行うことを通じ、広域的な視

点での政策形成能力の向上を図るとともに、構成府県市職員間の相互理解

を深める。 

   

◆ 対象者 採用後 10年目程度または 30歳代で、所属長の推薦を受けた職員（警察職員、

教育職員、任期付職員、非常勤嘱託職員、臨時的任用職員および会計年度任用

職員を除く。） 

※別途、実施通知時に参加要件を設ける場合があります。 

   

◆ 研修概要  

 ①合宿形式 開催時期：未定 

テーマ ：未定 

研修内容：政策立案に関する講義、フィールドワーク、グループ演習 

研修場所：未定 

現地調査場所：未定 

 ②集中講義形式 開催時期：１回目 未定 

２回目 未定 

テーマ ：未定 

研修内容：未定 

研修場所：未定 
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研修番号 404 （関西広域連合）団体連携型研修 

   

 

◆ 目的 関西広域連合の構成府県市が主催する研修（独自性が認められる研修や職

員の資質向上、人的交流につながるもの）に他団体職員が受講できる枠を

設け、相互に参加することにより、参加職員の能力養成の幅を広げる。 

   

◆ 対象者 所属長の推薦を受けた職員（警察職員、教育職員、任期付職員、非常勤嘱託職

員、臨時的任用職員および会計年度任用職員を除く。） 

※別途、実施通知時に参加要件を設ける場合があります。 

   

◆ 研修例 

（令和３年度） 

・ダイバーシティ推進講座（徳島県） 

・自治体ＤＸ推進講座（徳島県） 

・財務諸表の見方研修（和歌山県） 

・滞納整理事務専門研修（和歌山県） 

・聞こえのコミュニケーション（京都府） 

・キャリアデザイン研修（大阪府） 

  

 ＼ 担当者コメント ／ 

 他府県市の特色ある研修を受講できます！ 

募集の都度、通知しますので、チェックしてくだ

さい。 
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研修番号 405 市町連携研修 

   

 

◆ 目的 滋賀県市町村職員研修センターと相互連携することにより、市町および県

職員の研修機会を増やすとともに、職員同士の交流・人的ネットワーク構

築の推進を図る。 

◆ 対象者 研修受講を希望し、所属長の推薦を受けた県職員（警察職員、教育職員、再任

用職員、任期付職員、非常勤嘱託職員、臨時的任用職員および会計年度任用職

員を除く。）  

※別途、実施通知時に参加要件を設ける場合があります。 

◆ 研修実績 

（令和３年度） 

1DAY セミナー「DX基礎講座」 
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■ 研修番号 501～ 自己啓発支援 

 

 

〜自己啓発支援とは〜 

人材育成の前提となるのは、職員一人ひとりの自覚であり、自己啓発は人材育成の出発点であるこ

とから、自治体法務検定の受検料助成や e-ラーニングの受講機会提供により、積極的な取組を奨励し

ます。 

研修一覧 

研修番号 研修名 

501 政策テーマ調査研究 

502 自治体法務検定受検支援 

503 自治大学校ｅ-ラーニング 

504 放送大学 

505 育児休業者自己啓発支援事業 
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研修番号 501 政策テーマ調査研究 

  〜若手職員の政策形成能力の向上に向けて調査研究を支援します〜 

 

◆ 目的 県政の課題について調査研究を行う若手職員グループの活動を支援することによ

り、若手職員の幅広い視野と柔軟な発想による政策立案能力の養成を図る。 

◆ 対象者 全職員（警察職員、教育職員、再任用職員、非常勤嘱託員、臨時的任用職員および会

計年度任用職員を除く。） 

◆ 予定人員 ２グループ 

◆ 期間 未定 

 ＼ こんな人におすすめ！ ／ 

 ● 県政の課題についての調査研究にチャレンジ

したい人 

● 課題に思うことがある人 

 

 

 

 
研修番号 502 自治体法務検定受検支援 

  〜積極的な取組を応援します〜 

 

◆ 目的 基本構想の実現に向けて、県を挙げて取り組んでいくためには、職員がより積極

的に自己啓発に取り組み、組織力を高めることが不可欠である。このため、職員

の自発的な学習意欲を喚起し、より能力を高め、県庁力の最大化を図るため、自

治体法務検定の受検を支援する。 

◆ 対象者 全職員（警察職員、教育職員、再任用職員、非常勤嘱託員、臨時的任用職員および会

計年度任用職員を除く。） 

◆ 予定人員 ５人 

◆ 期間 未定 

◆ 助成対象 自治体法務検定 

◆ 助成額 １／２（上限 10,000円） 

 ＼ 経費の 1/2 を補助します ／ 

 自治体法務検定（基本法務・政策法務）について 

  ● 受検料 

  ● 自治体法務検定公式テキスト・ 

問題集購入に係る経費 
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研修番号 503 自治大学校 e-ラーニング 

  〜自治体職員に必要な基礎知識を学びます〜 

 

◆ 目的 職員の自己啓発の一環として、自治大学校実施の e-ラーニングシステム研修を無

料で受講できるシステムを提供し、自治体職員に必要な知識の習得を促す。 

◆ 対象者 全職員（警察職員、教育職員、再任用職員、非常勤嘱託員、臨時的任用職員および会

計年度任用職員を除く。） 

◆ 受講科目 地方自治制度、地方公務員制度、地方税財政制度 

  

 ＼ おすすめポイント ／ 

 ● 自治体職員に必要な基本科目を無料で受講

できる。 

● 自宅で受講するため、自分のペースで学べ

る。 

 

 

 

 

 

 
研修番号 504 放送大学 

  〜幅広い知識を習得できます〜 

 

◆ 目的 職員の自己啓発の一環として、放送大学の情報を紹介し、幅広い知識の習得を促

す。 

◆ 対象者 全職員（警察職員、教育職員、再任用職員、非常勤嘱託員、臨時的任用職員および会

計年度任用職員を除く。） 

  

 ＼ 担当者のコメント ／ 

 １科目から受講することができます。 

ぜひチャレンジしてください。 
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研修番号 505 育児休業者自己啓発支援事業 

  〜職場復帰前のスキルアップを支援します〜 

 

◆ 目的 多様化する行政ニーズに的確に対応するため、県職員として必要な知識や技能を

通信教育により習得しようとする育児休業中の職員に対して、その経費の一部を

助成することにより、自己啓発意識の高揚と能力開発を支援し、行政能力の向上

を図るとともに、育児休業後の円滑な職場への復帰を図る。 

◆ 対象者 育児休業中の職員（警察職員、教育職員、再任用職員、非常勤嘱託員、臨時的任用職

員および会計年度任用職員を除く。） 

◆ 予定人員 約５名 

◆ 対象科目 自治体法務検定、選択型研修受講 

  

 ＼ 担当者のコメント ／ 

 円滑な職場復帰に向け、スキルアップしたい

という方を応援します！ 
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